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『トムの真夜中の庭』（Tom’s Midnight Garden, 1958）はフィリパ・ピアス
（Philippa Pearce, 1920-2006）が 1958 年に発表し、同年カーネギー賞を受賞
した児童向けの小説である。主人公の少年トム・ロング（Tom Long）は弟ピー
ター（Peter Long）の麻疹のために、叔父夫婦のもとへと預けられることに
なるが、叔父のアラン・キットソン（Alan Kitson）と叔母のグウェン（Gwen 
Kitson）は庭のないアパートの 2 階に住んでいた。夏休み中に自宅の裏庭で
ピーターと遊ぶ約束をしていたトムは、叔父夫婦のアパートでは外出を禁止
され、退屈な時間を過ごすこととなる。ある夜トムが眠れずにいると、1 階
ホールの大時計がこの世には存在しない時間「13 時」を打つのが聞こえた。
その音に誘われるようにして、トムがホールの裏口から外へと出ると、そこ
には昼間とは打って変わって美しい庭園が目の前に広がっていた。
物語には「時」と「庭」をめぐって、様々な仕掛けが施されている。本論
では、「庭」に焦点を絞り、隔離された子どもたちと、物語にこめられた霊
性について述べていく。さらに作品における庭の存在意義と象徴性について
探っていくことを目的とする。
?????????
本作品には〈隔離〉された子どもが 3 人登場する。まずは主人公のトム、
そして彼の弟のピーター。最後はもう 1 人の主人公とも言える、庭園の少女
ハティ（Harriet Melbourne）である。
物語はトムの悔し涙から始まる。今度の休暇に弟と庭で遊ぶ約束を楽しみ
にしていたトムだったが、あいにく弟のピーターは麻疹にかかり、トムは自
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宅の庭だけでなくピーターとも引き離されてしまうことに腹を立てていた。
トムの家には小さな裏庭があった。
Town gardens are small, as a rule, and the Longs’ garden was no 
exception to the rule; there was a vegetable plot and a grass plot and one 
flower-bed and a rough patch by the back fence. In this last the apple-tree 
grew: it was large, but bore very little fruit, and accordingly the two boys 
had always been allowed to climb freely over it. These holidays they would 
have built a tree-house among its branches. （1-2）1
そこには野菜畑や芝生の一角、花壇と人の手が加えられていない空き地が
あった。その空き地には 1 本のリンゴの木が立っており、ほとんど実がなら
ないので、兄弟はこのリンゴの木の枝と枝の間に家を作る計画を練っていた
のだ。一方トムがこれから向かう先、叔父にあたるアランキットソンの住む
アパートには庭がない。住まいは昔大きな邸宅だったものを、今はいくつか
に区切ってアパートにしたものだった。
トムが叔父夫婦の住むアパートへやってくると、彼は用意された部屋で静
かに過ごすことを強いられる。
Tom had to stay indoors and do crossword puzzles and jigsaw puzzles, 
and never even answered the door when the milkman came, in case he gave 
the poor man measles. The only exercise he took was in the kitchen when 
he was helping his aunt to cook those large, rich meals― larger and richer 
than Tom had ever known before. （10）
弟の麻疹が移った可能性のあるトムは、物理的に隔離されてしまうのだった。
アパートに遊び相手がいないトムの不満は次第に膨らんでいき、やがて彼は
麻疹で休養している弟、ピーター宛に手紙を書き始めるのだが、“He would 
tell Peter how miserably dull it was here”（14）と、この場所がひどく退屈であ
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るということを記そうとした。
‘I’d do anything to get out of it, Peter―to be somewhere else―
anywhere.’ It seemed to him that his longing to be free swelled up in him 
and in the room, until it should surely be large enough to burst the walls and 
set him free indeed.（14）
トムはピーター宛の手紙に、ここから出ていくためならどんなことでもす
ると綴っている。彼の自由になりたいという思いは部屋の中で膨れ上がり、
壁を突き破ってしまうのではないかと思うほどまでに強くなっていった。彼
の満たされぬ自由への憧れと不満は次第に大きくなり、その後の彼の運命を
大きく変えることとなる。
一方弟のピーターも、本論冒頭で述べたように自宅の一室に隔離されてい
る。やがて彼の病状も落ち着き、ピーターはトムから送られてくる、アパー
トでの生活が綴られた手紙を受け取るのだが、不思議な庭園での兄の楽しそ
うな様子に、ピーターの気持ちも高ぶっていくのだった。以下はピーターが
両親と共に、叔父の邸宅にいるトムについて語る場面である。
‘I’d like to be there with Tom,’ said Peter, stubbornly.
‘You surely mean,’ said father, ‘that you’d like to be here with Tom. You 
want him to come home.’
‘You can’t really want to go and stay with him in that flat,’ said his 
mother.
‘I do then!’ said Peter. ‘I do! I lie awake at night and wish I were there; 
and then I fall asleep and dream that I am there. I want to go―I do! I do!’ 
（127）
ピーターは夜目を覚ましている時も寝入ってからもトムの夢を見るほどま
でに、兄が手紙で話す庭園へ行くことを望んでいた。つまり、本作品の傾向
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の一つとして、「隔離されている」子どもたちの強い願望が次第に力を増し
ていき、やがてその持ち主自身からも抜け出して、生霊のごとく強い存在を
作品の中で示すということがわかる。トムもピーターも共に、楽しみにして
いた休暇の計画を台無しにされ、それぞれ指定された場所で隔離されてし
まった。だが同時に、隔離された場所から外部へ向かおうとする彼らの強い
思いや自由への願望はそれだけ強烈なものとなるのだ。
不満を抱えたまま、トムはある夜中一人眠れずにいた。叔母の作るごちそ
うから来る胃もたれと、運動不足によるものである。すると彼が夢見心地の
中で〈二人の人間〉になる描写がある。
Sometimes he would doze, and then, in his half-dreaming, he became 
two persons, and one of him would not go to sleep but selfishly insisted on 
keeping the other awake with a little muttering monologue on whipped 
cream and shrimp sauce and rum butter and real mayonnaise and all the 
other rich variety of his diet nowadays. （10）
「生霊」とは一般的に言えば、死者の霊を「死霊」と呼ぶのに対し、生き
ている人間の霊魂が本人の肉体を抜け出して、体外で自由に動き回ることを
指す。その際、本人は憎悪や嫉妬など負の感情の他に、恋慕や親しい土地に
帰りたいという何らかの強い念を抱いていることが多く、無意識のうちに感
情の向く先の土地や人物の元へと飛んでいく。本編ではこの 2人のトムの内、
1 人はどうしても片方のトムを眠らせまいと呟き続けているが、もし夢見心
地の中でうとうとしているトムを本体と仮定するならば、このもう一方の眠
らせまいとしているトムを、本体から抜け出した「生霊」として捉えること
が出来るのではないだろうか。この部分では、生きている人間の肉体から意
識や魂だけが抜け出し己を客観的に見る現象〈幽体離脱〉を思い起こすよう
な描き方をしていると言ってもよい。
その後もトムはうとうとしながらベッドの中で退屈な時間を過ごしていた
が、アパートの玄関ホールにある大時計が突然、現実にはありもしない 13
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時を打つ。そしてこの出来事がトムに大きな変化をもたらした。
...the house seemed to hold its breath; the darkness pressed up to him, 
pressing him with a question: Come on, Tom, the clock has struck thirteen
―what are you going to do about it? 
（15, 下線は筆者）
時計が 13 回時を打つと、無機物であるはずの建物がまるで生きているか
のようにトムに語りかけてきたのだ。さらに、先程トムを寝かしつけまいと
していたもう 1 人のトム“the other Tom―the one that would never let the sleepy 
Tom go to sleep―” （16） もここで再び登場し、 “there was an extra, thirteen 
hour.”（16） と、時計に余りの時間があることをトムに告げた。その後、彼
らのやりとりを見ていた建物は“The house, which appeared to have been 
following the argument, sighed impatiently.”（16）とため息をつく。
本論冒頭ではアパートに庭がないことを指摘したが、この建物には他にも
次のような表現がされている部分がある。これはトムが叔父に連れられてア
パートへやってきたばかりの時のことだが、彼はこの建物のあたりを見回す
なり ‘As he looked round, he felt a chill.’（5）と何故か寒気を感じている。また、
邸宅はどことなく ‘unwelcoming’（5）とよそよそしく、 ‘the heart of the house 
was empty―cold―dead.’（5）とうつろで寒々としており、〈死んでいる〉印
象をトムは受けるのだった。この場面では明確に擬人化している描写は見当
たらない。しかしトムがアパートへやってきたことに対して、アパートがあ
まりいい気持ちではないということが感じ取ることが出来る。またアパート
の中心は〈死んで〉おり、どことなく霊的な何かを訴えかけてくる部分であ
ると言えるだろう。
トムの意識が 2 つに分裂するような描写から始まって、ありもしない時間
「13 時」を打つ大時計に続き、不思議な雰囲気を漂わせるアパートが突然擬
人化してトムに話しかけるなど、物語は非現実的な現象が次々と重なってい
く。伊達はピアスの作品に共通するものとして「生死を問わず、なんらかの
−70−
強烈な思いが、本人から分離して立ち上がる怪異が現れる」2 と述べているが、
これは作中において夜中にトムの意識が分裂することや、トムに何かを訴え
てきたアパートの動きを指すものと思われる。また「その多くは場所やもの
を媒体として生者に働きかけ、愛着を持つ相手を護ったり、本人を驚かした
りすることもある。」3 と続けた。これは、そもそもトムを呼び寄せた根源で
ある庭や、それを促した大時計、またはアパートについての言及だと考えら
れる。
つまりピアスの作品において、物語の中で重要な役割を持つ登場人物や物
体は、その本体とは別に何らかの形で固有の自我を持ち始める傾向があると
言える。真夜中に体外離脱を思わせるような描写や、建物が少年に突然話し
かけてくるという怪奇現象は、読者の心に霊的な印象を植え付けることとな
るだろう。
物語の中で、主人公トムに使用された霊的描写は、他にも様々な場所で見
受けられる。たとえば、トムが庭園へはじめて足を踏み入れた時、 “It did not 
strike him as odd that his own foot-steps, which had crossed the lawn again and 
again, had left no similar trace.”（42） と、トムは自身の足跡が残っていないに
も関わらず、それを不思議と感じなかった。その後トムは何回も庭園を訪れ
るが、庭園という地に彼の足跡がつくことは 1 度もなかった。英国には足跡
を残す幽霊の存在が多く語られているが、足跡は本来その人物や生き物がそ
の場所を訪れたという証拠となり、いわばその人物がそこに存在したことを
示す重要な役割を担っている。その足跡が一向につかないということはすな
わち、トムが庭園のある世界において、存在しない生き物であることを意味し、
現実世界における「幽霊」のような存在として扱われていると理解できる。
トムに霊的な描写を用いているのは、彼が庭園の温室のドアをすり抜ける
場面においても見受けることが出来る。
Deliberately he set his side against the door, shoulder, hip and heel, and 
pressed. At first, nothing gave, either of himself or the door. Yet he 
continued the pressure, with still greater force and greater determination; 
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and gradually he became aware of a strange sensation, that at first he 
thought was numbness all down his side―but no, it was not that.
‘I’m going through,’ Tom gasped, and was seized with alarm and delight. 
（49）
人体が固形をつき抜けるということは考えられない。しかしトムが自分の
体をドアに押し当て続けると、次第に奇妙な感覚が彼を襲い、やがて体は
ドアを突き抜け始めたのだ。この感覚を覚えたトムはその後、庭園世界の
至る所でドアを突き抜ける行動を繰り返している。そしてこれらのことか
ら、トムが作品において幽霊のような動作をし、そのような存在として扱
われていることが明確であると言える。
その後、ピーターも兄を追うように、自身の夢を通じトムとハティの前に
姿を現すのだが、 “she [Hatty] was almost sure that she could see the tower parapet 
through them [Tom and Peter] both. She stared in wonderment.” （197）と、その場
にいたハティは、ピーターの身体がトム同様に透けて見えていることを述べ
ている。また、ピーターが二人の元から消え去ると、ハティは“he was 
unreal-looking, just like you.”（198）と、ピーターがトム同様に生きていない
ように感じたことを告げたのだった。つまりピーターも本作品において霊的
な存在として扱われていると言えるだろう。
こうしてそれぞれの場所、自宅とアパートで隔離された兄弟が、外部への
強い思いを強めた結果、その魂を具現化し生霊という形で自らを解放したこ
とが理解出来る。
?????????????
この物語において重要な鍵となる少女ハティもまた、トムやピーター同様
に〈隔離された子ども〉として捉えることが出来る。ハティは何度も自身を 
“I am held here a prisoner. I am a princess in disguise.” （73）と「囚われの身の王
女」であるとトムに告げている。トムは叔父夫婦の邸宅で用意された部屋に、
−72−
ピーターは自宅の自室に隔離されたが、では〈囚われの王女〉であるハティ
は一体何処に囚われているのだろうか。王女ハティについて “Yet it was true 
that she had made this garden a kind of kingdom.” （81）と綴られている部分があ
る。つまりハティは、トムが訪れた庭園という場所に囚われ、隔離された子
どもであった。またこの庭園は高い塀で囲まれており、〈閉ざされた空間〉
としての機能と閉鎖的な意味を強く含んでいる。
ハティに関してもトムとピーター同様に、霊的な能力を思わせる描写がい
くつかある。たとえば初めてトムが庭園へと足を踏み入れた時、トムの姿は
誰にも見えていないはずだった。しかし、
‘Why, I’ve hidden and watched you, often and often, before this! I saw 
you when you ran along by the nut stubs and then used my secret hedge 
tunnel into the meadow! I saw you when Susan was dusting and you waved 
from the top of the yew-tree! I saw you when you went right through the 
orchard door!’ （71）
と、ハティはそれまでのトムの庭園での行動を見ていたというのだ。もちろ
ん、トムがこんなことを言われたのはハティが初めてで、庭園に足を踏み入
れてからは、それまで誰にも自身の存在を指摘されることはなかった。つま
りハティは少女にして、人間の持つ五感以外の感覚、第六感と言われるもの
や霊感に近い感覚が備わっているのではないだろうか。
ほかの場面においても、ハティは庭園の園丁アベル（Abel）に対し “I see 
everybody, and nobody sees me,”（64）と、自身は誰でも見え、また誰も彼女
のことは見えないのだ、と告げる部分がある。この一節から、ハティがあら
ゆるものを見ることが可能なこと、そして外の世界から遮断された、閉鎖的
空間の内側にいることがわかる。
したがって、この作品における 3 人の子どもたち、トム、ピーター、そし
てハティのいずれにおいても〈隔離〉され〈霊的〉描写を用いられている点
について共通していると言えるだろう。トムとピーターにおいては、自身ら
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の外部に対する強い願望が生霊となり、異国の世界へと踏み出すきっかけと
なったが、一方ハティは彼らとはまた違う形で外部への一歩を踏み出してい
る。次章ではそれをさらに考察していく。
????????
ハティの叔母がハティについて“She doesn’t want to grow up; she wants only 
her garden.” （142）と語る場面がある。この場面でのハティは既に、トムと
初めて出会った頃よりもずいぶん成長していた。いとこのジェームズにも身
体的な成長が見られ、庭園での時間が大方経過していることが理解できる部
分でもある。
ここで、ハティが庭園の木から落ちて怪我をしたことに対し、 “Has she no 
sense of what is fitting to her sex and to her age now? She is enough to know 
better!” （140） と、ハティの叔母は彼女が女性らしくもなく、年甲斐もない
ことを指摘するが、それに対し彼女の息子ジェームズは次のように答えた。
‘Hatty is young for her age,’ said James. ‘Perhaps it comes from her 
being by herself so much―playing alone―always in the garden.’（140）
つまりハティの子供っぽさは、彼女を 1 人きりにして、いつでも庭園で 1 人
遊んでいる故であるとジェームズは語る。以下はそのあと、ハティについて
彼らの間で交わされた会話だ。
‘And surely, Mother, now she is growing up, she should see more of the 
world than this house and this garden can show her. She should meet more 
people; she should make acquaintances; she should make friends.’
‘You know perfectly well that she loves only to be alone in the garden.’
‘We can draw her from that. We have friends, and she must not be 
allowed always to hide away from them, as if she were afraid. When we 
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make parties up she can be made to want to join them: boating on the river, 
and picnics; cricket matches to watch; whist drives; carol singing at 
Christmas; skating…’（142）
すでに身体的に成長しているハティが未だに庭園にいたがる理由とは、彼
女自身がまだ精神的に成長することを拒み、同時に大人の女性になる準備が
まだ出来ていないことにあると言えるだろう。トムとピーターとは異なり、
ハティの場合は周囲の人間、主にいとこのジェームズが主体となって、ハティ
を閉鎖的空間から引っ張り出そうとしている。
ハティが庭園に閉じこもってしまった理由には、幼くして孤児になった彼
女が叔母に嫌々引き取られ、その後彼女の「王国」となる庭園に 1 人きりに
されたことにある。この庭園とハティとの深い結びつきは明確だが、トムに
言わせれば “this was the garden for a boy and that Hatty was his playmate.”（83） 
であり、自分たち男の子のものでもあることを強調している。
トムが庭園を訪れた時、そこはトムの目に非常に魅力的に映っていた。 
“The scene temped him even now; it lay so inviting and clear before him
―clear―cut from the stubby leaf-pins of the nearer yew-trees to the curled- 
back petals of the hyacinths in the crescent- shaped corner beds.” （20） 
トムは庭園を見つけるまでは早くここから出てロング家へと戻ることだけ
を望んでいた。
...that suddenly he found that he did not want to go home. He wanted above 
all to stay here―here where he could visit the garden. His home now 
seemed a long, long misty way away; even Peter was a remote boy with 
whom he could only correspond by letter, never play. （60）
庭園はこれほどまでにこの少年を魅了したのである。同じくピーターも、兄
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から送られてくる手紙を通じて庭園の魅力に惹かれていった。
Night after night he had managed to dream that he was with Tom; he 
had been able to dream of the garden, as Tom described it in his letters. 
（194-195）
後に、彼が夢の中でトムとハティの目の前に姿を現したのも、彼がトムの
話を聞いて庭園を求めていたからだ。実際ピーターは庭園に行くことが出来
ず、イーリーの大聖堂の塔へと辿り着いた。そこではじめてトムとハティに
出会うのだが、手紙の中で聞いていた少女ハティは大人の女性へと姿を変え
てしまっていた。ピーターはトムに会うなり “But, Tom, where’s the garden?” 
（197） と尋ねた。トム同様、麻疹のため自宅に隔離されたピーターが、庭園
という場所に強い思いを寄せていたことがわかる部分だろう。
福本は庭園を「守られた家であり、自らの居心地のいい避難所であり聖域
である」4 と述べている。「ピアスは、囲まれ、閉ざされ、夢でしか移動でき
ないが、だからこそ日常的な時の限界を超えて心の中にいつまでも存在する
ものとして、また、人生の核ともなる子ども時代を象徴する場として「庭」
を用いた。」5 と言えるのではないか。
つまり、この作品において庭園という場所が子どもたちにとっての聖域で
あり、それぞれの境遇から癒しを求め逃避した場所であると言えるだろう。
安藤は個人的空間としての庭の役割について「精神的不安からの逃避の場と
いう意味を、この時代の庭園が担っていたことは想像に難くない」6 と指摘
する。つまり本作品において、子供たちと庭園は深い関わりを持ち、そんな
彼らを庭園が呼び寄せていたのだと捉えることが出来るだろう。
????????
この庭園の特徴は高い塀に囲まれていることである。
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‘James once walked along the top of the sundial wall,’ said Hatty.
‘Well, I’m not going to,’ said Tom. ‘It would be just silly, not brave. That 
wall’s too high, and it’ll be very narrow along the top: it would be far too 
dangerous.’（119）
ハティを庭園の外へ導こうとするジェームズは以前塀に登ったことがあっ
た。そしてトムも次のように考える。
Tom was silent, turning over in his mind what Hatty had just said. He 
was beginning to change his mind about climbing the wall, because he saw 
that there could not be―for him―the danger that there had been for James. 
（120）
トムが塀の上へ上ると、庭園と邸宅の向こうには一本の小路があり、その
向こうが牧場になっているのが見えた。そしてうねりを描いた線が見え、ト
ムはそれが川であることがわかった。
The river flowed past the meadow, and reached the village, and passed 
that. It reached a white handrailed bridge and slipped under it; and then 
away, towards what pools and watermills and locks and ferries that Hatty 
and Tom knew nothing of? So the river slipped away into the distance, in 
the direction of Castleford and Ely and King’s Lynn, to the grandeur of the 
sea.（122）
外の世界に存在する「川」は、後にトムと大人になったハティが、冬場共
にスケートをして町へと下る道を指している。そして彼らがスケートで辿り
着いた先は、その日二人が初めてピーターと出会ったイーリーの大聖堂の塔
へと繋がったのだった。
もし塀の内側である庭園が「子ども時代を象徴する場としての「庭」」7 な
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らば、その外側は「大人」の世界を象徴している。その後、ハティは木から
落ちて怪我し、トムはハティの休む寝室へと入って行った。
‘Well, how are you?’ Tom asked. It would have been rude to stare longer.
‘Very well,’ said Hatty; ‘and the doctor says the scar won’t show. And 
Cousin James has visited me, and he says I must do other things besides 
falling out of trees, in the future.’
‘Things without me?’ said Tom, thinking of the grown-up parties of 
which James had spoken.
‘Oh, no, Tom, whenever you want to come, so you shall!’ But Tom 
noticed that she spoke to him as if he were a child and she were not.（145）
ここでトムは「僕を仲間外れにして？」とハティに尋ねている。ハティは
そんなことはないと答えるが、トムはハティの話し方の中に、まだ子どもで
あるトムを置いて行ってしまうような違和感を覚える。その後もトムは庭園
へ出て行ってはハティの元を訪れた。季節は相変わらず冬だったが、以前訪
れた時よりも、またしばらく時間が経過しているように思えた。
‘I’m so glad that it is you, Tom! I miss you sometimes, even now―in 
spite of the Chapman girls being good fun, and Barty and the others―in 
spite of the skating―Oh, Tom, skating! I feel as if I could go from here to 
the end of the world, if all the world were ice! I feel as free as a bird―as 
I’ve never felt before! I want to go so far―so far!’ （174）
この時ハティは既に社交の場へ進出していた。トム以外の友人も作り、以
前の内向的な彼女の性格とは打って変わって、すっかり社交的な大人の女性
へと変わり、外の世界を楽しんでいたのだ。このあとハティとトムはスケー
トを始めるが、 “but his  sliding  ended sooner than Hatty’s skating, and his action 
was earthbound, whilst hers was like a strong bird’s. ” （175） と、ハティはトムを
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置いて遠くに滑って行ってしまう。これは事実上ハティが大人になり、子ど
もであるトムを置いて行ってしまったことをスケートという形で表現してい
る部分であろう。
斉藤は本作品における、庭園の外部の世界について次のように述べている。
塀に囲まれた庭という場は、外の世界と家との間にあって、外側
の脅威から子どもを保護し、子どもが遊び、やがて外へ出てゆく自
立を準備する場とも考えられる。トムが塀に上り、外の景色をハテ
ィに教える場面は、二人がいずれ庭園から外へと出てゆく存在であ
ることを示唆している。この時トムが見た川を、後に、トムと大人
になったハティはスケートで下るが、それを最後に、庭園はトムの
前から消えてしまう。川は「大うなばらの方へと流れさって」止め
ることのできない時間の流れ、あるいは人生の象徴として用いられ
ている 8。
閉ざされた庭園の内部が子どもを育む場所であるとすれば、そこは彼らが
大人へ成長する場であると共に、外部の世界へと連れ出す役割も担っている
と言えるのだろう。
ここまで物語における庭園の役割について述べてきたが、松岡は 19 世紀
後半の児童文学について次のように述べている。
十九世紀後半に現れた児童文学の作家たちの多くは既成のキリス
ト教に懐疑的となり、そこでファンタジーの世界はこれに代わる、
いわば天国の形態を取っていった 9。
つまり、児童文学におけるファンタジーはキリスト教と宗教的な繋がりが
あったと言える。今回扱った『トムの真夜中の庭』においても、物語の大き
な軸となる庭園が〈エデンの楽園〉をイメージしていると捉えることが出来
る。福本は『トムの真夜中の庭』における庭園を、エデンの楽園の象徴、い
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わば〈聖域〉として物語の流れを次のように指摘している。
物語はまさに、弟との聖域である楽園（この庭にもリンゴの木が
ある）からの追放（“exile”）で始まり、その後再びハティとの楽園
を手に入れ、そこに永遠が留まろうとした時に、楽園はトムの前か
ら姿を消す（＝楽園喪失）10。
庭という場所が〈聖域〉を象徴していることは理解できたが、またその聖
域が子どもたちの成長と密接な関係を持つと共に、物語の流れが聖書に沿っ
ていることがわかるだろう。
松岡は、児童文学作品における庭について次のように指摘している。
理想の子供世界には、自然環境が重要であり、花や庭がその象徴に
なる。庭には二つの機能があり、一つは花が咲き乱れる自然環境で、
もう一つは危険を排除した、囲い込んである安全な空間である 11。
本作品においても、庭園には様々な花や木が出てくる。ヒヤシンスやイチ
イの木を始め、温室や花壇が至る所にある。もちろんトムもそれぞれの花や
木に注目し、温室では自身の身体を押し付けて入ろうとする場面も見受けら
れた。自然であふれた庭は高い塀で囲まれ、庭園内部でトムやハティを草木
に触れさせながら、外部の脅威から守っていたのだ。
本論文では、物語に登場する子供たちと使用された霊的表現についていく
つか例を挙げて述べてきたが、これらの霊的要素が聖域として役割を担う庭
と、スピリチュアルな観点において結びついていると言えるのではないだろ
うか。今後は宗教的観点も大きく視野に入れ、『トムの真夜中の庭』を含めた、
児童文学作品における庭と霊性について研究を進めていきたい。
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